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序
文
―
―
『
稽
瑞
』
概
説
と
本
書
翻
刻
・
関
連
図
像
に
つ
い
て

１
、『
稽
瑞
』
の
重
要
性
（
以
下
、
松
浦
史
子
）

本
稿
に
お
い
て
翻
刻
・
校
注
を
す
る
『
稽
瑞
』
一
巻
は
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で

に
成
立
し
た
祥
瑞
に
つ
い
て
の
最
も
網
羅
的
な
類
書
で
あ
り
、
祥
瑞
は
韻
文
で

詠
ま
れ
る（

（
（

。
六
朝
史
書
の
佚
文
を
伝
え
る
こ
と
の
ほ
か
、
六
朝
唐
代
に
か
け
て

盛
行
し
た
祥
瑞
図
、『
楚
辞
』
天
問
や
頌
讃
文
学
と
の
係
わ
り
を
推
測
さ
せ
る

点
な
ど
、
そ
の
歴
史
・
図
像
・
文
学
的
重
要
性
は
看
過
で
き
な
い
。

清
末
の
高
名
な
学
者
た
ち
の
編
ん
だ
書
物
に
も
、
多
く
『
稽
瑞
』
が
用
い
ら

1
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れ
る
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
清
末
の
考
証
学
者
・
皮
錫
瑞
は
『
尚
書
大
伝
疏

證
』
の
「
西
伯
戡
耆
」
ほ
か
、「
漢
碑
引
緯
考
」
で
は
「
武
氏
石
室
祥
瑞
図
題

字
」
の
う
ち
「
浪
井
、
神
鼎
、
六
足
獣
、
玉
馬
、
玉
英
、
赤
羆
、
玄
圭
、
比
目

魚
、
銀
甕
、
玉
甕
、
白
馬
朱
鬣
、
玉
勝
」
等
の
漢
代
各
種
祥
瑞
図
に
対
し
て
、

『
稽
瑞
』
を
引
用
し
て
説
明
を
加
え
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
そ
の
皮
錫
瑞
と
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
清
末
の
書
誌
学
者
・
葉
徳
輝
（
一
八
六
五
～

一
九
二
七
）『
孫
氏
瑞
応
図
記
』
も
、
全
般
に
亘
っ
て
『
稽
瑞
』
を
引
い
て
い

る（
（
（

。２
、『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
と
関
連
図
像
選
定
の
意
義

以
上
の
よ
う
な
重
要
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
稽
瑞
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

国
内
外
と
も
に
水
口
幹
記
（
本
科
研
班
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
祥
瑞
と
王
権
：
漢

～
唐
代
成
立
の
瑞
獣
画
像
を
め
ぐ
る
学
術
的
研
究
」：
文
献
班
長
）
に
よ
る
二

本
の
論
文
に
留
ま
り（

（
（

、
本
格
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
『
稽
瑞
』
研
究
の
立
ち
後
れ
の
要
因
の
一
つ
に
、
祥
瑞
図
研
究
と
祥

瑞
文
献
研
究
の
乖
離
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
祥
瑞
の
真
偽
判
断
に
「
図
」
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
は
漢
代
文
献
に
夙
に
見
え
、
祥
瑞
研
究
は
本
質
的
に
祥
瑞
図

研
究
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
。
と
く
に
漢
～
唐
代
に
は
王
権
に

よ
る
祥
瑞
の
利
用
が
目
立
ち
、
そ
れ
を
正
確
に
読
み
解
く
た
め
祥
瑞
の
図
解
書

が
多
く
生
ま
れ
た
、
い
わ
ば
「
東
ア
ジ
ア
祥
瑞
図
文
化
」
の
基
礎
が
構
築
さ
れ

た
重
要
期
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
時
代
を
断
代
的
に
取
り
上
げ
、
政

治
・
文
化
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
通
覧
し
た
試
み
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

研
究
情
況
を
鑑
み
、
二
〇
二
〇
年
度
末
、
本
科
研
班
に
繋
が
る
多
分
野
の
有
志

が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
個
別
的
に
行
わ
れ
て
き
た
美
術
史
・
思
想
・
考
古
・
文

学
な
ど
各
分
野
の
祥
瑞
を
め
ぐ
る
文
献
・
図
像
研
究
の
統
合
す
る
試
み
の
一
つ

と
し
て
『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
班
を
立
ち
上
げ（

（
（

、
相
応
す
る
図
像
の
選
定
と

と
も
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
様
な
流
れ
に
あ
っ
て
、『
稽
瑞
』
が
最
も
多
く
引
用
す
る
「
孫
氏
『
瑞

応
図
』」
の
初
の
校
点
本
・
龔
世
学
『
孫
氏
『
瑞
応
図
』
輯
注
』（
上
海
古
籍
出

版
社
）
が
昨
年
二
〇
二
二
末
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
巻
末
に
祥
瑞
に
関
連

す
る
作
品
と
し
て
『
稽
瑞
』
の
翻
刻
が
初
め
て
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
研
究
に

と
っ
て
も
大
き
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
簡
略
な
注

が
付
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
原
典
と
の
委
細
校
勘
や
文
学
・
歴
史
・
美
術
史
な
ど

多
角
的
観
点
か
ら
の
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
「
孫
氏
『
瑞
応

図
』」
は
、
そ
の
名
前
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
来
、
祥
瑞
の
「
図
」
が
メ

イ
ン
と
な
る
図
鑑
で
あ
り
、
現
在
伝
わ
る
の
は
そ
の
説
明
文
の
み
で
あ
る
。
そ

の
全
容
を
知
る
に
は
、
祥
瑞
図
研
究
を
併
せ
る
こ
と
が
必
須
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

『
稽
瑞
』
の
重
要
性
は
、
日
本
に
の
み
図
像
つ
き
の
逸
存
書
が
伝
わ
る
祥
瑞
類

書
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
情
報
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
点
に
も
あ
る
が
、
そ
の

研
究
で
も
付
図
を
め
ぐ
る
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

。
水
口
幹
記
が
代
表
を

務
め
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
翻
刻
が
粗
方
終
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
そ
の
研
究

成
果
を
用
い
た
『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
・
関
連
図
像
選
定
の
意
味
は
、
相
互
補

完
的
な
観
点
か
ら
も
大
き
い
（
本
科
研
班
員
の
う
ち
水
口
・
山
崎
・
松
浦
は
水

2
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玲瓏山館叢刻本『稽瑞』翻刻・校注（1）　―― 九尾狐・鸞・鸚鵡・銀甕（孔雀・昆吾の剣・玉盃・白琯） ――

口
術
数
科
研
班
で
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
翻
刻
に
も
携
わ
っ
て
い
る
）。

以
上
の
祥
瑞
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
科
研
班
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
文

献
班
・
図
像
班
の
共
同
作
業
と
し
て
行
っ
て
き
た
『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
に
、

図
像
班
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
関
連
図
像
を
併
せ
（
→
５
、「
関
連
図
像

に
つ
い
て
」
参
照
）、
順
次
、
所
属
先
の
紀
要
な
ど
に
公
開
し
て
ゆ
く
こ
と
と

す
る
。

３
、
版
本
・
自
叙
・
構
成
・
引
用
書
（
以
下
、
水
口
幹
記
）

現
在
、『
稽
瑞
』
一
巻
は
清
の
顧
湘
が
輯
し
、
道
光
二
十
九
年
（
一
八
四
九
）

に
重
編
さ
れ
た
『
玲
瓏
山
館
叢
刻
』
と
、
同
じ
く
清
の
鮑
廷
爵
が
光
緒
年
間

（
一
八
七
五
～
一
九
〇
八
）
に
輯
し
た
『
後
知
不
足
齋
叢
書
』
の
中
の
一
冊
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
本
書
が
含
ま
れ
る
の
は
第
四
函
で
あ
り
、
光
緒
十

年
に
『
玲
瓏
山
館
叢
刻
』
本
を
補
修
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）。

『
稽
瑞
』
全
体
の
構
成
は
、
ま
ず
編
者
劉
賡
の
自
叙
が
付
さ
れ
、
そ
の
後
、

刊
行
に
際
し
て
の
序
文
「
重
刊
稽
瑞
序
」（
以
下
、
重
刊
序
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
文
・
末
文
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
編
者
の
自
叙
全
文
を
載
せ

る
。

稽
瑞
自
叙

方
今
元
日
朝
会
、
上
公
上
レ

寿
。
已
文
部
尚
書
奏
二

天
下
瑞
一

。
凡
四
弁
、

其
名
数
曰
大
、
曰
上
、
曰
中
、
曰
下
。
公
卿
大
夫
畢
レ

賀
而
退
。
惜
其
国

家
之
大
事
、
帝
王
之
休
祥
、
未
レ

列
二

著
述
一

、
蓋
闕
如
也
。
遂
徴
二

諸
図

史
一

、
著
二

稽
瑞
一
篇
一

。
考
レ

事
以
為
レ

対
、
切
レ

対
以
為
レ

句
。
并
一
対
、

対
下
随
而
解
レ

之
。
往
者
隋
顔
之
推
賦
稽
聖
一
章
、
凡
数
句
之
内
弁
二

識
一

事
一

、
蓋
詞
多
而
事
寡
、
又
非
二

其
文
今
之
作
一

。
一
句
一
事
、
其
解
則
大

者
十
余
家
、
小
者
亦
三
四
而
巳
。
不
レ

求
二

文
理
一

、
直
紀
二

休
徴
一

云
。

維
嵩
白
雲
子
劉
賡
書

劉
賡
の
自
叙
に
よ
り
、「
文
部
尚
書
が
天
下
の
祥
瑞
を
四
つ
に
分
類
し
奏
上

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
著
述
が
無
く
残
念
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

諸
図
史
に
よ
り
本
書
を
著
し
た
」、
と
本
書
の
編
纂
目
的
が
明
ら
か
に
な
る
。

続
け
て
、
本
書
の
記
述
方
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
項
目
に
は
対
句

表
現
（
本
文
を
見
る
と
八
文
字
）
を
用
い
、
さ
ら
に
そ
れ
が
対
を
な
し
（
す
な

わ
ち
十
六
文
字
を
一
組
と
す
る
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
下
に
「
諸
図
史
」
に

よ
る
引
用
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
顔
之
推
の
「
賦
稽
聖
一
章
」
に

似
て
い
る
が
、「
賦
稽
聖
」
は
数
句
の
う
ち
に
一
つ
の
事
柄
し
か
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
現
在
の
作
品
で
は
な
い
た
め
、
本
書
で
は
一
句
に
一
事
と
し
、
多

い
も
の
で
は
十
以
上
も
の
引
用
文
を
付
す
こ
と
に
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
実

際
、
本
書
は
多
く
の
引
用
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
類
書
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
「
賦
稽
聖
」
は
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
四
に
「
李

淳
風
注
顔
之
推
、
稽
聖
賦
一
巻
」
と
、『
宋
史
』
芸
文
志
七
に
「
顔
之
推
、
稽

聖
賦
一
巻
」
と
あ
る
『
稽
聖
賦
』
の
こ
と
で
、
現
在
は
散
逸
し
て
お
り
、
わ
ず

か
に
そ
の
形
態
が
佚
文
に
よ
り
窺
え
る
程
度
で
あ
る（

（
（

。

ま
た
、
編
者
劉
賡
は
自
叙
の
中
で
唐
礼
部
式
の
祥
瑞
の
四
ラ
ン
ク
分
類

（『
大
唐
六
典
』
巻
四
・
礼
部
郎
中
員
外
郎
条
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
て
、
劉
賡

3
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は
唐
礼
部
式
を
自
ら
参
照
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、『
稽
瑞
』
は

唐
礼
部
式
の
品
目
全
て
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
劉
賡
が
実
際
は

唐
礼
部
式
を
見
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
稽
瑞
』
本
文
の
各
項
目
は
、「
尭
星
出
翼
、
舜
龍
負
図
」（
景
星
・
龍
負
図
）、

「
斉
一
角
獣
、
梁
三
足
烏
」（
一
角
獣
・
三
足
烏
）
の
よ
う
に（

（
（

、
基
本
的
に
八

字
中
に
二
つ
の
祥
瑞
品
目
が
含
ま
れ
、
そ
の
二
品
目
に
対
し
、
諸
書
か
ら
の
引

用
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
品
目
と
思
わ
れ
る
も
の
で
も
、
別
の
項

目
で
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
引
用
文
献
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。

引
用
文
献
は
、
孫
氏
『
瑞
応
図
』
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
顕
著
な
の
が

緯
書
の
利
用
で
あ
る
。
緯
書
は
河
図
・
易
緯
・
尚
書
緯
・
尚
書
中
候
・
詩
緯
・

礼
緯
・
春
秋
緯
・
孝
経
緯
・
論
語
讖
と
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
祥
瑞
思
想

と
緯
書
と
の
関
係
を
改
め
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
、
史
書
や
起
居
注
、
地
理

志
類
も
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
劉
賡
が
多
種
多
様
な
書
物
を
参
照
し
て
本
書

を
撰
述
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
「
野
王
按
爾
雅
」（
大
蚓

虹
舒
天
蝼
羊
形
の
大
蚓
）
は
原
本
系
『
玉
篇
』
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
劉
賡
が
こ
れ
ら
を
全
て
原
典
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
考
え

る
の
は
早
計
で
あ
る
。

４
、『
稽
瑞
』
の
「
発
見
」
と
編
纂
時
期

『
稽
瑞
』
の
名
の
他
書
に
お
け
る
初
見
は
、北
宋
の
慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）

に
翰
林
学
士
王
堯
臣
ら
に
よ
っ
て
上
奏
さ
れ
た
蔵
書
目
録
『
崇
文
総
目
』
で
あ

り
、
そ
の
史
部
伝
記
類
下
に
「
稽
瑞
一
巻
、
劉
賡
撰
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
南
宋
の
王
応
麟
（
一
二
二
三
～
九
六
）
が
編
纂
し
た
類
書
『
玉
海
』

巻
二
百
に
は
「
稽
瑞
一
巻
、
劉
賡
撰
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
両
書
共
に
編
纂

時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
宋
史
』
芸
文
志
に
「
劉
賡
稽
瑞
一
巻
」

と
あ
る
が
、
や
は
り
編
纂
時
期
は
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
北
宋
・
南
宋

代
に
お
い
て
は
、『
稽
瑞
』
が
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、『
稽
瑞
』
は
一
旦
史
料
上
か
ら
姿
を
消
す
。
そ
の
た
め
、『
稽
瑞
』

が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
本
書
自
叙
の
直
後
に
付
さ
れ
て
い
る
重
刊
序

（
序
を
記
し
た
の
は
季
錫
疇
な
る
人
物
で
、
道
光
十
四
年
［
一
八
三
四
］
十
一

月
に
記
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

重
刊
序
は
、「
瑞
」「
妖
」
は
気
に
応
じ
て
現
れ
る
と
い
う
点
か
ら
説
き
起
こ

し
、
本
書
の
編
纂
・
伝
来
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
書
は
「
唐
劉
賡
氏
」
が

著
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
あ
ま
り
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

各
家
の
書
目
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
虞
山
陳
君
子
準
」
が

た
ま
た
ま
本
書
を
手
に
入
れ
、
彼
は
自
家
の
蔵
書
楼
を
本
書
か
ら
名
を
取
り

「
稽
瑞
楼
」
と
名
付
け
た
。
彼
は
重
刊
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
実
現
前

に
病
没
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
今
年
に
入
り
顧
湘
が
購
入
し
、
そ
れ
に
季
錫

疇
が
序
を
付
し
刊
行
し
た
、
と
重
刊
序
は
そ
の
経
緯
を
語
っ
て
い
る
。
顧
湘
は
、

『
玲
瓏
山
館
叢
刻
』
を
輯
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
叢
書
に
『
稽
瑞
』
が
含
ま

れ
て
い
る
理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
序
を
付
し
た
季
錫
疇
が
何
者
で
あ
る
か
は

4
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わ
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
顧
湘
の
師
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
関
係

で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
重
刊
序
で
は
「
唐
劉
賡
氏
」
と
さ
れ
て

い
て
、
道
光
十
四
年
段
階
で
は
、
す
で
に
唐
代
編
纂
書
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

重
刊
序
に
あ
る
「
虞
山
陳
君
子
準
」
と
は
陳
揆
（
字
は
子
準
。
一
七
八
〇
～

一
八
二
五
年
）
の
こ
と
で
、
蘇
州
の
属
地
常
熟
の
人
で
あ
る（

（
（

。
彼
は
史
志
蒐

集
が
専
門
で
、
稽
瑞
楼
の
蔵
書
は
十
余
万
巻
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
死
後
、

蔵
書
そ
の
も
の
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
蔵
書
目
録
『
稽
瑞
楼
書
目
』
が
伝

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
最
末
尾
に
「
稽
瑞
録
一
巻
〈
唐
劉
賡
撰
、
旧
刻
、
一
冊
、

右
譜
録
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
編
纂
年
代
が

「
唐
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
管
見
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
初
め
て
編
纂

時
期
が
確
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
陳
揆
に
「
発
見
」
さ
れ
た
『
稽
瑞
』
も
、
彼

の
死
に
よ
り
一
旦
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
が
、
同
じ
く
常
熟
の
人
で
あ
る
顧
湘
に

再
び
見
出
さ
れ
、
よ
う
や
く
活
字
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。一

方
、
別
ル
ー
ト
で
『
稽
瑞
』
を
手
に
入
れ
た
者
も
い
た
。
瞿
鏞
編
『
鉄
琴

銅
剣
楼
蔵
書
目
録
』
に
「
稽
瑞
一
巻
〈
旧
抄
本
〉」
と
収
載
さ
れ
、
瞿
良
士
輯

『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
題
跋
集
録
』
に
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鉄
琴
目
録
に

は
書
名
に
続
け
て
、
簡
単
な
書
誌
説
明
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
自
叙
に

「
文
部
尚
書
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
名
称
が
唐
天
宝
期
の
一
時
的
な

官
職
名
改
名
の
時
期
に
あ
た
る
こ
と
を
『
資
治
通
鑑
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
指

摘
し
、
そ
の
た
め
劉
賡
は
唐
人
で
あ
り
、
本
書
の
編
纂
時
期
も
こ
の
時
期
に
あ

た
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
初
め
て
唐
代
編
纂
説
の
根
拠
が
明
快
に
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
根
拠
を
是
と
し
本
書
は
唐
代
編

纂
と
し
て
定
着
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
水
口
幹
記
は
、
撰
者
劉
賡
に
よ
る

自
叙
に
や
や
不
審
な
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
唐
代
編
纂
説
に
疑
問
を
呈
し
、

新
た
に
北
宋
代
成
立
説
を
唱
え
て
い
る（

（1
（

。

５
、
関
連
図
像
に
つ
い
て
（
以
下
、
下
野
玲
子
）

本
科
研
の
中
国
美
術
史
・
中
国
考
古
を
専
門
と
す
る
図
像
班
の
班
員
は
、『
稽

瑞
』
釈
読
に
際
し
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
祥
瑞
に
該
当
、
も
し
く
は
該
当
す
る

可
能
性
が
高
い
図
像
を
漢
～
唐
代
の
美
術
・
考
古
資
料
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
、

そ
の
過
程
で
収
集
し
た
図
像
の
分
類
・
分
析
を
進
め
、
最
終
的
に
関
連
す
る
瑞

獣
図
像
の
一
覧
を
作
成
、
提
示
す
る
こ
と
を
主
な
目
標
と
し
て
い
る
。

先
に
研
究
代
表
者
の
松
浦
史
子
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
祥
瑞
文

献
に
は
名
称
・
説
明
文
と
と
も
に
図
が
描
か
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
現
在
で
は

唐
代
以
前
の
図
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
唐
代
の
祥
瑞
類
書
『
天
地
瑞

祥
志
』
の
写
本
に
は
貴
重
な
図
が
付
い
て
い
る
祥
瑞
も
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の

写
本
で
あ
り
、
転
写
の
繰
り
返
し
に
よ
る
写
し
崩
れ
や
筆
写
当
時
の
画
家
の
誤

解
、
ま
た
は
当
時
の
描
き
方
の
基
本
に
従
っ
た
無
意
識
の
様
式
的
改
変
が
入
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
成
立
当
初
の
図
像
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
。

一
方
、
漢
～
唐
代
に
名
称
の
題
記
と
共
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
祥
瑞
の
美
術
・
考

古
資
料
は
、
限
ら
れ
て
は
い
る
が
遺
例
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
後
漢
時
代

5
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（
二
世
紀
）
の
山
東
省
武
氏
祠
画
像
石
祥
瑞
図
は
名
称
だ
け
で
な
く
説
明
文
を

伴
う
貴
重
な
作
例
と
し
て
夙
に
名
高
い
。
た
だ
し
原
石
の
破
損
が
著
し
く
、
古

い
時
期
に
採
ら
れ
た
拓
本
と
破
損
が
激
し
く
な
る
前
に
文
字
を
記
録
し
た
金
石

学
文
献
に
頼
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
ま
た
同
じ
く
後
漢
時
代
の
作
品
と
し
て
河
北

省
望
都
漢
墓
壁
画
に
題
記
を
伴
う
数
点
の
瑞
獣
図
が
あ
り（

（1
（

、
画
像
石
や
画
像

磚
、
画
像
石
棺
そ
の
他
石
刻
資
料
に
も
題
記
を
含
む
作
品
が
少
数
な
が
ら
散
見

さ
れ
る（

（1
（

。
な
お
内
蒙
古
自
治
区
の
和
林
格
爾
（
ホ
リ
ン
ゴ
ー
ル
）
後
漢
墓
壁

画
に
も
ま
と
ま
っ
た
数
の
祥
瑞
図
像
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
図
様
の
詳
細
が
わ
か
る
図
版
は
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
漢

代
よ
り
後
に
は
甘
粛
省
敦
煌
仏
爺
廟
湾
一
号
墓
の
西
晋
彩
色
画
像
磚（

（1
（

、
河
南

省
鄧
県
出
土
の
南
朝
彩
色
画
像
磚（

（1
（

、
五
世
紀
高
句
麗
の
徳
興
里
古
墳
壁
画

（
所
在
は
北
朝
鮮
）（

（1
（

、
唐
代
と
考
え
ら
れ
る
作
品
と
し
て
敦
煌
蔵
経
洞
か
ら
発

見
さ
れ
た
紙
本
着
色
の
ペ
リ
オ
本
『
瑞
応
図
巻
』
残
巻
（P.2683

、
フ
ラ
ン
ス

国
立
図
書
館
蔵
）
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
が
従
来
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
題

記
付
き
の
祥
瑞
図
像
で
、
年
代
・
地
域
の
差
異
は
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
漢
～
唐

代
を
主
体
と
す
る
瑞
獣
図
像
を
比
較
検
討
す
る
上
で
一
定
の
価
値
を
持
つ
基
準

作
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
稽
瑞
』
に
登
場
す
る
祥
瑞
の
多
く
は
鳥
獣
で
あ
る
が
、
植
物
、
甕
な
ど
の

器
物
、
天
体
現
象
、
神
話
故
事
そ
の
他
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
関
連
図
像
を

収
集
す
る
に
当
た
っ
て
は
鳥
獣
（
瑞
鳥
瑞
獣
）
を
主
体
と
し
て
そ
れ
以
外
の
図

像
も
対
象
と
し
て
い
る
。
翻
刻
・
校
注
に
付
す
図
像
は
、
先
述
の
よ
う
な
題
記

付
き
図
像
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
優
先
的
に
掲
げ
、
そ
れ
以
外
は
文
献
の
記
述
内
容

や
先
行
研
究
、
題
記
付
き
図
像
と
の
比
較
等
に
よ
っ
て
可
能
性
が
高
い
と
判
断

し
た
図
像
を
選
び
、
可
能
な
限
り
担
当
し
た
図
像
班
員
の
所
見
（
注
記
）
を
付

し
て
掲
載
す
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
龍
、
鳳
凰
、
麒
麟
、
一
角
獣
の
よ
う
に
数

や
複
雑
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
検
討
に
相
当
な
時
間
を
要
す
る
祥
瑞
が

あ
る
一
方
で
、
図
像
を
ま
っ
た
く
見
い
だ
せ
な
い
祥
瑞
も
あ
り
、
訳
注
の
箇
所

に
よ
っ
て
分
析
で
き
る
祥
瑞
の
寡
多
に
偏
り
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て

の
祥
瑞
に
同
レ
ベ
ル
の
検
討
を
行
う
の
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
実
現
可
能
な
方

法
と
し
て
、
一
回
の
掲
載
分
に
お
い
て
ど
の
祥
瑞
に
注
力
し
掲
載
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
担
当
す
る
図
像
班
員
の
取
捨
選
択
に
任
せ
る
こ
と
に
す
る
。

今
ま
で
名
称
が
不
明
で
あ
っ
た
り
人
に
よ
っ
て
異
な
る
呼
称
を
付
け
ら
れ
た

り
し
て
い
る
図
像
の
名
称
を
確
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
さ
ら
な
る
問
題

が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
文
献
研
究
者
と
の
協
力
に
よ
り
文
献
学
的

根
拠
を
明
示
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
学
際
的
研
究
の
成
果
と
な
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
よ
う
。
厖
大
な
数
が
存
在
し
多
種
多
様
な
姿
を
持
つ
瑞
獣
図
像
の

研
究
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
試
み
で
は
あ
る
が
、
隣
接
す
る
分
野
の

研
究
に
と
っ
て
何
ら
か
の
資
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る（

（2
（

。

【
注
】

（
１
）	
一
般
的
に
は
唐
代
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
水
口
幹
記
「
類
書
『
稽

瑞
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」『
古
代
日
本
と
中
国
文
化
―
受
容
と
選
択
』

塙
書
房
二
〇
一
四
年
で
は
、宋
代
成
立
説
を
出
し
て
居
る
（
→
４
「『
稽
瑞
』
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の
「
発
見
」
と
編
纂
時
期
」
参
照
）。

（
２
）	

『
皮
錫
瑞
全
集
』
第
一
冊
・
第
七
冊
、
中
華
書
局
二
〇
一
五
年
。

（
３
）	
葉
徳
輝
と
今
文
経
学
者
の
皮
錫
瑞
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
井
沢
耕
一

「『
経
学
歴
史
』
に
お
け
る
皮
錫
瑞
の
経
学
史
観
に
つ
い
て
」『
関
西
大
学

中
国
文
学
会
紀
要
』
二
八
、二
〇
〇
七
年
参
照
。

（
４
）	

水
口
幹
記
「
類
書
『
稽
瑞
』
と
祥
瑞
品
目
―
唐
礼
部
式
と
延
喜
治
部
省

式
祥
瑞
条
に
関
連
し
て
」、同
氏
「
類
書
『
稽
瑞
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」

の
み
（
前
掲
〈
注
１
〉
水
口
著
書
二
〇
一
四
年
所
収
）。

（
５
）	

図
像
班
（
下
野
玲
子
〈
班
長
：
中
国
美
術
史
〉・
齋
藤
龍
一
：
中
国
美

術
史
・
楢
山
満
照
：
中
国
美
術
史
・
山
本
堯
：
中
国
考
古
学
）、
文
献
班
（
水

口
幹
記
〈
班
長
：
日
本
古
代
史
〉・
大
形
徹
：
中
国
古
代
思
想
・
山
崎
藍
：

中
国
古
典
文
学
・
松
浦
史
子
：
中
国
神
話
学
）。

（
６
）	

『
天
地
瑞
祥
志
』
は
全
二
十
巻
で
構
成
さ
れ
る
天
文
を
中
心
と
し
た
専

門
類
書
で
あ
り
、
一
部
に
彩
色
を
伴
う
図
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
図
が

描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
空
白
箇
所
が
あ
る
。日
本
で
は『
日

本
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
八
月
六
日
条
を
初
見
と
し
、
以

降
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
陰
陽
道
関
係
文
献
を
中
心
に
様
々
に
利
用
さ

れ
て
き
た
。
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た『
日
本
国
見
在
書
目
録
』に
も「
天

地
瑞
祥
志
廿
」
と
見
え
、
平
安
期
に
は
全
二
十
巻
が
請
来
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
現
存
最
古
の
写
本
は
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
本

（
一
六
八
六
年
写
）
ほ
か
、
尊
経
閣
本
の
転
写
本
で
あ
る
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
本
（
一
九
三
二
）
な
ど
が
あ
る
が
、現
在
伝
わ
る
の
は
第
一
・

第
七
・
第
十
二
・
第
十
四
・
第
十
六
・
第
十
七
・
第
十
八
・
第
十
九
・
第

廿
の
み
。
第
一
の
啓
に
拠
れ
ば
麟
徳
三
年
（
六
六
六
）
に
「
薩
守
真
」
に

よ
り
「
大
王
殿
下
」
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
本
書
の
編

纂
地
に
つ
い
て
は
唐
説
・
新
羅
説
で
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
７
）	

現
存
す
る
顔
之
推
『
稽
聖
賦
』
の
佚
文
に
つ
い
て
は
、
山
崎
藍
（
本
科

研
・
文
献
班
員
）
に
「「
顔
之
推
「
稽
聖
賦
」
小
考
」（『
大
上
正
美
先
生

傘
寿
記
念
三
国
志
論
集
』
汲
古
書
院
、二
〇
二
三
年
）「
中
国
文
学
と
〈
術

数
文
化
〉
と
の
関
わ
り
―
祥
瑞
類
書
『
稽
瑞
』
と
顔
之
推
「
稽
聖
賊
」
を

通
し
て
（『
東
ア
ジ
ア
的
世
界
分
析
の
方
法
―
〈
術
数
文
化
〉
の
可
能
性
』

文
学
通
信
、
二
〇
二
四
年
）
が
あ
る
。

（
８
）	

カ
ッ
コ
内
は
筆
者
が
抽
出
し
た
祥
瑞
品
目
で
、品
目
名
は
『
大
唐
六
典
』

や
『
延
喜
式
』
治
部
省
式
祥
瑞
条
を
参
照
に
し
て
仮
に
付
け
た
も
の
。

（
９
）	

以
下
、
陳
揆
に
つ
い
て
は
傅
璇
琮
・
謝
灼
華
主
編
『
中
国
蔵
書
通
史
』

下
（
寧
波
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
范
鳳
書
『
中
国
私
家
蔵
書
史
』（
大

象
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
10
）	

た
と
え
ば
、
胡
道
静
『
中
国
古
代
的
類
書
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
。

初
版
は
一
九
八
二
年
）
で
は
「
唐
代
的
重
要
類
書
」
の
項
目
に
含
ま
れ
て

お
り
、
趙
含
坤
編
著
『
中
国
類
書
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

で
も
「
唐
劉
賡
撰
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	
前
掲
（
注
１
）
水
口
「
類
書
『
稽
瑞
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」。
た

だ
し
本
科
研
班
で
は
、
押
韻
や
引
用
書
の
内
容
な
ど
を
通
じ
て
『
稽
瑞
』

の
成
立
時
期
が
段
階
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
予
定
。
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）	

武
氏
祠
画
像
石
祥
瑞
図
拓
本
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
で
は
管
見
の
限

り
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
本
が
も
っ
と
も
残

存
状
況
が
よ
い
（
関
野
貞
『
支
那
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
飾
』

一
九
一
六
年
、
附
図
三
五
第
五
六
図
・
第
五
七
図
に
掲
載
）。
ま
た
題
記

の
記
録
は
清
代
の
『
山
左
金
石
志
』、『
金
石
萃
編
』、『
金
石
索
』
な
ど
が

用
い
ら
れ
る
。
な
お
武
氏
祠
画
像
石
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
（
二
〇
二
二

年
度
）
に
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
を
会
場
と
し
て
当
館
と
本

科
研
と
の
共
催
に
よ
り
企
画
展
「
古
代
中
国
の
神
話
と
祥
瑞
―
武
氏
祠
画

像
石
拓
本
―
」
を
開
催
し
、
併
せ
て
図
録
を
刊
行
し
、
そ
れ
ら
に
瑞
獣
研

究
の
成
果
の
一
部
を
反
映
さ
せ
た
。

（
13
）	

北
京
歴
史
博
物
館･

河
北
省
文
物
管
理
委
員
会
編
『
望
都
漢
墓
壁
画
』

中
国
古
典
文
物
出
版
社
、
一
九
五
五
年
。

（
14
）	

漢
代
の
画
像
石
、
画
像
磚
、
画
像
石
棺
に
つ
い
て
は
多
数
の
図
版
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
中
国
画
像
石
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
画
像
石

全
集
』
一
～
七
、
山
東
美
術
出
版
社
・
河
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

中
国
画
像
磚
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
画
像
磚
全
集
』
全
三
巻
、
四
川

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
高
文･

高
成
剛
編
著
『
中
国
画
像
石
棺
芸

術
』
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
高
文
主
編
『
中
国
画
像
石
棺
全

集
』
三
晋
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
15
）	

内
蒙
古
博
物
館
文
物
工
作
隊
編
『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
、

一
九
七
八
年
。
ま
た
陳
永
志
・
黒
田
彰
主
編
『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
孝
子

伝
図
輯
録
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
お
よ
び
同
主
編
『
和
林
格
爾

漢
墓
壁
画
孝
子
伝
模
写
図
輯
録
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。
い
ず
れ

も
中
室
祥
瑞
図
の
写
真
図
版
・
模
写
図
版
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
室

上
部
の
一
部
を
除
き
小
さ
く
個
々
の
瑞
獣
図
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
。

（
16
）	

敦
煌
市
博
物
館
編
『
敦
煌
文
物
』
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二

年
、
同
編
『
敦
煌
市
博
物
館
館
蔵
珍
貴
文
物
図
録
』
万
巻
出
版
公
司
、

二
〇
一
七
年
に
一
部
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
号
墓
の
題
記

入
り
磚
は
殷
光
明
（
北
村
永
訳
）「
敦
煌
西
晋
墓
出
土
の
墨
書
題
記
画
像

磚
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
佛
教
藝
術
』
二
八
五
、二
〇
〇
六
年
三
月
）
参
照
。

（
17
）	

河
南
省
文
物
文
化
局
工
作
隊
編
『
鄧
県
彩
色
画
像
磚
墓
』
文
物
出
版
社
、

一
九
五
八
年
。

（
18
）	

朝
鮮
画
報
社
出
版
部
編
『
高
句
麗
古
墳
壁
画
』
朝
鮮
画
報
社
、

一
九
八
五
年
、
共
同
通
信
社
・
ナ
リ
タ･

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル･

オ
フ
ィ
ス

編
『
高
句
麗
古
墳
壁
画
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
19
）	

松
本
榮
一
「
燉
煌
本
瑞
応
図
巻
」（『
美
術
研
究
』
一
八
四
、一
九
五
六

年
三
月
）
参
照
。
法
国
国
家
図
書
館
編
『
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
西
域

文
献
』
一
七
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
に
全
体
の
モ
ノ
ク
ロ
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
体
カ
ラ
ー
写
真
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://gallica.bnf.fr

）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
最

終
閲
覧
二
〇
二
三
年
八
月
二
十
八
日
）。
制
作
年
代
に
は
六
朝
説
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
松
本
説
に
従
っ
た
。

（
20
）	
本
科
研
（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
五
年
度
）
で
は
、
図
像
収
集
作
業
（
図

版
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
加
工
、
情
報
入
力
等
）
に
は
図
像
班
員
各
自
の
他
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に
こ
れ
ま
で
以
下
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
末
尾
で
は
あ
る

が
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
友
田
真
理
（
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
・
助

言
、
中
国
美
術
史
研
究
者
）、
丁
潔
、
高
橋
遼
、
田
中
美
紗
樹
（
以
上
、

二
松
学
舎
大
学
学
生
・
卒
業
生
）、
梁
馨
儀
、
李
旻
柱
（
以
上
、
女
子
美

術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）、
米
本
友
梨
江
、
筒
井
志
穂
（
以
上
、
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

【
附
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
古
代
東
ア
ジ
ア

の
祥
瑞
と
王
権
―
漢
～
唐
代
成
立
の
瑞
獣
画
像
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究
―
」（
課

題
番
号
「22H

00620

」
研
究
代
表
者　

松
浦
史
子
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

凡
例

原
文
（
全
体
）

一
、
底
本
に
は
、
も
っ
と
も
古
い
現
存
版
本
で
あ
る
玲
瓏
山
館
叢
刻
本
（
京
都

大
学
所
蔵
）『
稽
瑞
』
を
用
い
る
。

一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図
り
、

黒
括
弧
【
】
で
示
す
冒
頭
の
押
韻
対
句
の
ほ
か
、
引
用
書
・
文
脈
に
よ
り

適
宜
段
落
を
設
け
る
。

一
、
冒
頭
の
四
字
句
対
（
八
字
）
が
さ
ら
に
対
を
な
す
（
十
六
字
）『
稽
瑞
』

の
構
成
を
鑑
み
、
最
初
の
八
字
を
【
○
―
１
】、
次
の
八
字
を
【
○
―

２
】
と
表
記
し
、
十
六
字
を
一
纏
ま
り
の
も
の
と
し
て
検
討
を
進
め
る

（
全
九
十
三
対
と
な
る
）。

一
、
冒
頭
の
対
句
・
引
用
書
に
は
各
々
１
、２
…
…
と
番
号
を
付
す
。

一
、
各
対
句
（
四
字
＋
四
字
）
の
末
尾
押
韻
に
つ
い
て
は
、
韻
書
（『
玉
篇
』

『
篆
隷
万
象
名
義
』『
廣
韻
』
等
）
に
拠
り
④
に
韻
字
を
示
す
。

一
、
底
本
に
は
な
く
後
知
不
足
齋
叢
書
本
『
稽
瑞
』
に
の
み
あ
る
引
用
書
に
つ

い
て
は
、
１
、２
…
数
字
の
前
に
★
印
を
記
す
。

一
、
翻
刻
・
訳
注
の
内
容
は
各
班
員
が
随
意
に
選
ぶ
。
タ
イ
ト
ル
副
題
は
掲
載

す
る
関
連
祥
瑞
図
名
を
付
け
、
残
り
の
祥
瑞
に
つ
い
て
は
括
弧
内
に
収
め

る
。

校
訂

一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付
し
た
も
の
を
②
に
記
す
。

略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
字
形
が
甚
だ
し
く
相
違
す
る
場
合
以

外
に
は
、
特
に
断
り
無
く
改
め
る
。

一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字
を
丸
括

弧
（
）
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
宜

文
字
を
挿
入
・
改
正
す
る
。

一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇

所
に
は
四
角
□
を
付
す
る
。

一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・
衍
字
・

脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
、
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
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れ
ば
②
の
文
末
に
注
記
す
る
。

訓
読

一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
す
。

注
釈

一
、	

関
連
資
料
は
③
右
傍
（
一
）（
二
）
…
…
と
付
し
、
④
に
提
示
す
る
。

一
、
④
に
は
、
関
連
資
料
の
書
名
・
篇
名
と
本
文
を
記
し
、『
稽
瑞
』
本
文
と

対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。
な
お
、
引
用
文
が
長
大
に
渉
る
場
合
、

本
文
・
注
釈
と
も
に
『
稽
瑞
』
本
文
と
関
連
し
な
い
箇
所
を
省
略
し
た
。

一
、
②
で
四
角
□
を
付
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
示
し
た
際
に
根
拠
と
な
っ

た
文
字
に
つ
い
て
は
、
④
の
当
該
文
字
を
□
で
囲
み
示
す
。

一
、
補
足
情
報
は
④
に
【
補
】
と
し
て
ま
と
め
て
記
す
（
発
表
者
の
専
門
情
報

等
を
含
む
）。

関
連
図
像

一
、『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
の
内
容
に
沿
っ
た
図
像
を
抜
粋
す
る
。

一
、
榜
題
に
名
称
の
明
ら
か
な
漢
～
唐
代
の
祥
瑞
図
を
優
先
的
に
掲
載
す
る
。

榜
題
に
名
称
の
な
い
祥
瑞
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
上
で
適
切
と
思
わ
れ

る
図
像
が
あ
れ
ば
提
示
し
、
担
当
者
が
説
明
を
加
え
る
。

一
、
図
像
班
員
（
下
野
玲
子
・
齋
藤
龍
一
・
楢
山
満
照
・
山
本
堯
）
の
発
表
に

つ
い
て
は
各
自
図
像
選
択
を
行
い
図
像
班
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た

う
え
で
図
像
情
報
の
反
映
を
行
う
。

『
稽
瑞
』
翻
刻
・
校
注
（
以
下
、
山
崎
藍
）

―
―
５
３
「
八
文
之
狐
五
音
之
鸞　

孔
雀
新
昌
鸚
鵡
林
邑
」
―
―

【
概
略
】
祥
獸
で
あ
る
狐
や
鸞
、
孔
雀
、
鸚
鵡
に
關
す
る
記
載
。『
藝
文
類
聚
』

な
ど
の
類
書
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
い
が
、「
八
文
」
に
つ
い
て

は
他
の
文
獻
に
は
見
え
な
い
。

【
５
３
―
１
】
①
八
文
之
狐
五
音
之
鸞

【
５
３
―
１
】
②
八
文
之
狐　

五
音
之
鸞

【
５
３
―
１
】
③
八
文
の
狐　

五
音
の
鸞

【
５
３
―
１
】
④
「
鸞
」
…
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
閭
官
反　
『
玉
篇
』
力
丸
切

　
『
廣
韻
』
落
官
切　
　

平
水
韻　

上
平
一
三
「
元
」

※
九
尾
狐
の
關
連
圖
像
は
46
～
47
頁
、
鸞
の
關
連
圖
像
は
48
頁
を
參
照
。

１
①
周
書
王
會
曰
成
王
時
靑
丘
獻
九
尾
狐

１
②
『
周
書
』
王
會
曰
、「
成
王
時
、
靑
丘
獻
九
尾
狐
。」

１
③
『
周
書
』
王
會
に
曰
く
、「
成
王
の
時
、
靑
丘
九
尾
狐
を
獻
ず
。」
と
。

１
④
『
逸
周
書
』
卷
七　

王
會
解
第
五
九

成
周
之
會
…
…
靑
丘
狐
九
尾
。

『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
九　

祥
瑞
部
下　

狐
（
中
華
書
局
排
印
本
）



─  37  ─

玲瓏山館叢刻本『稽瑞』翻刻・校注（1）　―― 九尾狐・鸞・鸚鵡・銀甕（孔雀・昆吾の剣・玉盃・白琯） ――11

『
周
書
』
曰
、「
成
王
時
、
靑
丘
獻
狐
九
尾
。」

『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
九　

狐

『
周
書
』
曰
、「
成
王
時
、
靑
丘
獻
狐
九
尾
也
。」

２
①
禮
斗
威
儀
曰
人
君
乘
火
而
王
政
頌
平
則
南
海
輸
八
文
狐

２
②
『
禮
斗
威
儀
』
曰
、「
人
君
乘
火
而
王
、
政
頌
平
、
則
南
海
輸
八
文
狐
。」

２
③
『
禮
斗
威
儀
』
に
曰
く
、「
人
君 

火
に
乘
じ
て
王
た
り
、
政 

平
ら
か
な

る
を
頌
ふ
れ
ば
、
則
ち
南
海
八
文
狐
を
輸
す
。」
と
。

２
④
『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
九　

祥
瑞
部
下　

狐

『
禮
斗
威
儀
』
曰
、「
君
乘
火
而
王
、
其
政
訟
平
、
南
海
輸
以
文
狐
。」

『
太
平
御
覽
』
獸
部　

卷
九
百
九　

獸
部
二
十
一　

狐

『
禮
斗
威
儀
』
曰
、「
君
乘
火
王
、
政
平
、
南
海
輸
以
文
狐
。」

『
大
唐
開
元
占
經
』
卷
百
十
六　

獸
占　

獸
休
徵　

文
狐　

九
尾
狐

『
禮
斗
威
儀
』
曰
、「
君
乘
火
而
王
、
其
政
訟
平
、
則
南
海
輸
文
狐
。」

『
文
選
』
卷
三
十
四　

曹
子
建　

七
啓
八
首
并
序　

七
啓　

曳
文
狐
揜
狡

兔　

李
善
注
（
李
善
單
注
本
）

『
禮
斗
威
儀
』
曰
、「
其
君
乘
土
而
王
、
南
海
輸
以
文
狐
。」

趙
在
翰
『
七
緯　

附
論
語
讖
』
禮
緯　

卷
十
九　

禮
緯
之
三　

禮
斗
威
儀

君
乘
火
而
王
、
其
政
頌
平
、
南
海
輸
以
文
狐
。

『
稽
瑞
』
引
『
孫
氏
瑞
應
圖
』

王
者
德
及
禽
獸
、
則
南
海
輸
文
狐
。

３
①
白
虎
通
曰
狐
死
首
丘
不
忘
本
也
明
安
不
忘
危
也
必
九
尾
者
九
德
也
其
子
孫

繁
息
也

３
②
『
白
虎
通
』
曰
、「
狐
死
首
丘
、
不
忘
本
也
。
明
安
不
忘
危
也
。
必
九
尾
者
、

九
德
也
、
其
子
孫
繁
息
也
。」

３
③
『
白
虎
通
』
に
曰
く
、「
狐
死
し
て
丘
に
首
す
と
は
、
本
を
忘
れ
ざ
る
な
り
。

安
ん
ず
る
と
き
も
危
き
を
忘
れ
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
必
ず
九
尾
な
る

者
は
、
九
德
な
り
て
、
其
の
子
孫
繁
息
す
る
な
り
。」
と
。

３
④
『
白
虎
通
疏
證
』
卷
六　

封
禪

狐
九
尾
何
。
狐
死
首
邱
、
不
忘
本
也
。
明
安
不
忘
危
也
。
必
九
尾
者
何
。
九
妃

得
其
所
、
子
孫
繁
息
也
。
於
尾
者
何
。
明
後
當
盛
也
。

『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
五　

獸
部
下　

狐

『
白
虎
通
』
曰
、「
狐
死
首
丘
、
不
忘
本
也
。
九
德
至
、
則
九
尾
能
得
其
所
、

子
孫
繁
息
。
於
尾
、
明
後
當
盛
也
。」

『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
八　

祥
瑞
部
上　

祥
瑞

『
白
虎
通
』
曰
…
（
略
）
…
「
狐
九
尾
何
。
狐
死
首
丘
、
不
忘
本
也
。
明
安
不

忘
危
也
。
必
九
尾
者
、
九
配
得
其
所
、
子
孫
繁
息
也
。
於
尾
者
、
明
後
當
盛

也
。」『

初
學
記
』
卷
二
十
九　

獸
部　

狐
第
十
三

『
白
虎
通
』
曰
、「
狐
死
首
丘
、
不
忘
本
也
。
明
安
不
忘
危
也
。
德
至
鳥
獸
、

則
九
尾
狐
見
者
、
九
配
得
其
所
、
子
孫
繁
息
也
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
九
百
九　

獸
部
二
十
一　

狐

『
白
虎
通
』
曰
、「
狐
死
首
丘
、
不
忘
本
也
。
德
至
鳥
獸
、
則
九
尾
狐
見
。
九
者
、
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子
孫
繁
息
也
。
於
尾
者
、
後
當
盛
也
。」

【
補
】

中
國
お
よ
び
瑞
祥
關
連
の
狐
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
著
を
参
照
。

・	

吉
野
裕
子
『
狐
』（
一
九
八
〇
年
、
法
政
大
學
出
版
局
）

・	

李
壽
菊
『
狐
仙
信
仰
與
狐
狸
精
故
事
』（
一
九
九
五
年
、
臺
灣
學
生
書
局
）

・	

富
永
一
登
『
中
國
古
小
説
の
展
開
』（
二
〇
一
三
年
、
研
文
出
版
）

・	

堀
誠
『
日
中
比
較
文
學
叢
考
』（
二
〇
一
五
年
、
研
文
出
版
）

・	

李
劍
國
『
中
國
狐
文
化
（
修
訂
本
）』（
東
方
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
・
中
國

語
）

・	

屋
敷
信
晴
「
唐
代
狐
妖
譚
と
道
敎
」（『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
四
二
號
、

二
〇
〇
二
年
）

・	

佐
野
誠
子
「
中
日
正
史
中
九
尾
狐
的
出
現
與
消
失
」（『
文
史
知
識
』

二
〇
一
八
年
一
二
期
・
中
國
語
）

・	

山
崎
藍
「
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
所
藏
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
九
翻

刻
・
校
注
（
六
）「
狐
」」（『
靑
山
語
文
』
五
二
號
、
二
〇
二
二
年
）

『
稽
瑞
』
が
引
く
熊
氏
『
瑞
應
圖
』
に
「
文
狐
、
狐
有
文
章
者
、
不
貧
則
至
。

其
九
尾
者
、
子
孫
繁
。」
と
あ
る
。「
文
章
」
は
も
よ
う
、
あ
や
の
意
。
文
狐
は

斑
紋
の
狐
で
あ
ろ
う
。
序
文
に
あ
る
と
お
り
、『
稽
瑞
』
は
冒
頭
の
四
字
句
對

（
八
字
）
が
さ
ら
に
對
を
な
す
と
い
う
韻
文
の
特
色
を
有
し
て
い
る
。
本
項
で

は
「
五
音
」
と
対
応
さ
せ
る
べ
く
他
の
文
獻
に
は
見
え
な
い
「
八
文
」
を
登
場

さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
八
に
は
多
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
た
め
、「
八
文
之

狐
」
は
斑
紋
が
多
い
狐
の
意
か
。

九
尾
狐
と
い
う
と
『
封
神
演
義
』
の
妲
己
や
日
本
の
玉
藻
の
前
な
ど
の
惡
狐

の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、『
山
海
經
』「
南
山
經
」
で
は
九
尾
狐
を
食
べ
る
と
邪

氣
を
拂
う
と
あ
る
他
、『
魏
書
』「
靈
徵
志
下
」
や
『
北
史
』「
周
本
紀
下
」
な

ど
で
は
瑞
獸
と
し
て
記
さ
れ
る
。
文
學
で
は
狐
は
異
類
婚
姻
譚
な
ど
で
登
場
し
、

狐
博
士
な
ど
の
よ
う
に
頭
が
よ
い
動
物
と
し
て
描
か
れ
る
。

４
①
山
海
經
曰
鸞
鳥
鳳
之
佐
鳴
中
五
音
也

４
②
『
山
海
經
』
曰
、「
鸞
鳥
、
鳳
之
佐
。
鳴
中
五
音
也
。」

４
③
『
山
海
經
』
に
曰
く
、「
鸞
鳥
と
は
、
鳳
の
佐
な
り
。
鳴
け
ば
五
音
に
中

た
る
な
り
。」
と
。

４
④
『
說
文
解
字
』
卷
四　

鸞

鸞
、
赤
神
靈
之
精
也
。
赤
色
五
采
、
雞
形
。
鳴
中
五
音
。
頌
聲
作
則
至
。
從
鳥

䜌
聲
。
周
成
王
時
氐
羌
獻
鸞
鳥
。

『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十　

鳥
部
上　

鸞

『
典
略
』
曰
、「
鸞
鳥
者
、
神
靈
之
精
。
其
象
五
彩
、
雞
形
、
鳴
中
五
音
。
肅

肅
雍
雍
。
喜
則
舞
以
樂
。
常
處
幽
閑
。
頌
聲
作
則
至
。」

『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
九　

祥
瑞
部
下　

鸞

『
說
文
』
曰
、「
鸞
、
赤
神
靈
之
精
也
。
赤
色
五
采
、
雞
形
、
鳴
中
五
音
。
頌

聲
作
則
至
。
周
成
王
時
、
氐
羌
獻
焉
。」『
山
海
經
』
曰
、「
女
床
之
山
有
鳥
。

其
狀
如
翟
、
名
曰
鸞
鳥
。
見
則
天
下
安
寧
。」『
孫
氏
瑞
應
圖
』
曰
、「
鸞
鳥
、

鳳
皇
之
佐
。
鳴
中
五
音
。
肅
肅
雍
雍
。
嘉
則
鳴
舞
。
人
君
行
歩
有
容
。
進
退
有

度
。
祭
祠
有
禮
、
親
疎
有
序
、
則
至
。
一
本
曰
、
心
識
鍾
律
。
鍾
律
調
則
至
。
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至
則
鳴
舞
以
和
之
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
九
百
十
六　

羽
族
部
三　

鸞

『
說
文
』
曰
、「
鸞
者
、
聖
靈
之
精
也
。
赤
色
五
采
、
雞
形
、
鳴
中
五
音
。
頌

聲
作
則
至
。

『
周
書
』
王
㑹
曰
、「
成
王
時
、
氐
羌
獻
鸞
鳥
。」

『
孫
氏
瑞
應
圖
』
曰
、「
鸞
鳥
、
赤
神
之
精
、
鳳
凰
之
佐
、
鳴
中
五
音
。」

呉
任
臣 

撰
『
山
海
經
廣
注
』　

山
海
經
逸
文

劉
賡
『
稽
瑞
録
』
引
『
山
海
經
』
曰
、「
鸞
鳳
之
佐
、
鳴
中
五
音
也
。」

【
５
３
―
２
】
①
孔
雀
新
昌
鸚
鵡
林
邑

【
５
３
―
２
】
②
孔
雀
新
昌　

鸚
鵡
林
邑

【
５
３
―
２
】
③
孔
雀
は
新
昌　

鸚
鵡
は
林
邑

【
５
３
―
２
】
④
「
邑
」
…
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
於
急
反　
『
玉
篇
』
於
急

切 

『
廣
韻
』
於
汲
切　

平
水
韻　

上
平
一
四
「
寒
」

※
鸚
鵡
の
關
連
圖
像
は
49
頁
を
參
照
。

１
①
宋
紀
曰
孝
武
帝
大
明
五
年
新
昌
獻
白
孔
雀

１
②
『
宋
紀
』
曰
、「
孝
武
帝
大
明
五
年
、
新
昌
獻
白
孔
雀
。」

１
③
『
宋
紀
』
に
曰
く
、「
孝
武
帝
大
明
五
年
、
新
昌
白
孔
雀
を
獻
ず
。」
と
。

１
④
『
宋
書
』
卷
二
十
九　

第
十
九
符
瑞
下

孝
武
帝
大
明
五
年
正
月
丙
子
、
交
州
刺
史
垣
閎
獻
白
孔
雀
。

『
建
康
實
録
』
卷
十
三　

宋
世
祖
孝
武
皇
帝

五
年
春
正
月
戊
午
、
花
雪
降
江
夏
王
衣
、
散
爲
六
出
、
有
司
奏
以
爲
瑞
、
帝
悅

之
。
…
…
己
酉
、
新
昌
獻
白
孔
雀
。

『
述
異
記
』
卷
上

宋
武
帝
大
明
五
年
、
廣
郡
獻
白
孔
雀
以
爲
中
瑞
。

『
北
戸
録
』
卷
一

『
宋
紀
』
曰
、「
孝
武
大
明
五
年
、
有
郡
獻
白
孔
雀
爲
瑞
者
。」

２
①
臧
榮
緖
晉
書
曰
安
帝
義
熙
十
四
年
林
邑
獻
白
鸚
鵡

２
②
臧
榮
緖
『
晉
書
』
曰
、「
安
帝
義
熙
十
四
年
、
林
邑
獻
白
鸚
鵡
。」

２
③
臧
榮
緖
『
晉
書
』
に
曰
く
、「
安
帝
義
熙
十
四
年
、
林
邑
白
鸚
鵡
を
獻

ず
。」
と
。

２
④
『
隋
書
』
卷
七
十
六　

列
傳
第
四
十
一　

文
學

久
之
、
會
林
邑
獻
白
鸚
鵡
。

『
舊
唐
書
』
卷
百
九
十
九
上　

列
傳
第
一
百
四
十
九
上　

東
夷　

新
羅
國

近
日
林
邑
獻
白
鸚
鵡
、
尚
解
思
鄉
、
訴
請
還
國
。

『
北
戸
録
』
卷
一
「
赤
白
吉
了
」

『
宋
紀
』
曰
、「
文
帝
元
嘉
中
、
相
州
獻
赤
鸚
鵡
。
臧
榮
緖
『
晉
書
』
曰
、
義

熙
中
林
邑
獻
白
鸚
鵡
也
。

【
補
】

中
國
文
學
お
よ
び
圖
像
に
お
け
る
鸚
鵡
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
著
を
參
照
。

・	

澤
田
瑞
穗
『
中
國
動
物
譚
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
八
年
）

・	

中
野
美
代
子
『
仙
界
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
河
出
書
房
新
社
、
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一
九
九
五
年
）

・	
松
原
朗
『
漢
詩
の
流
儀
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

・	
今
井
佳
子
「
詠
物
賦
に
お
け
る
場
所
―
鸚
鵡
賦
に
つ
い
て
」『
お
茶
の
水
女

子
大
學
中
国
文
学
会
報
』
一
七
号
、
一
九
九
八
年
）

・	

鈴
木
崇
義
「
詠
鳥
賦
考
―
禰
衡
「
鸚
鵡
賦
」
を
中
心
に
」（『
國
學
院
大
學
大

學
院
紀
要　

文
學
研
究
科
』
三
八
號
、
二
〇
〇
六
年
）

・	

谷
口
眞
由
美
「
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て 

―「
鸚
鵡
」

と
「
鷦
鷯
」
に
託
し
た
杜
甫
の
思
い
」（『
長
野
縣
短
期
大
學
紀
要
』
七
一
號
、

二
〇
一
六
年
）

・	

趙
金
平
「
論
鸚
鵡
賦
中
鸚
鵡
的
文
化
意
薀
」（『
太
原
師
範
學
院
學
報
（
社
會

科
學
版
）』
第
一
六
卷
第
五
期
、
二
〇
一
七
年
・
中
國
語
）

・	

王
煜
・
陳
姝
伊
「
敦
煌
佛
爺
廟
灣
魏
晉
壁
畫
墓
鸚
鵡
圖
像
初
探
」（『
敦
煌
研

究
』
二
〇
二
二
年
第
三
期
・
中
国
語
）

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
鸚
鵡
の
記
載
は
『
山
海
經
』「
西
山
經
」

や
『
禮
記
』「
曲
禮
上
」、『
淮
南
子
』「
說
山
訓
」
な
ど
に
見
え
、
い
ず
れ
も
言

葉
を
話
す
鳥
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
な
ど
に
は
象
と
竝
ん
で
言
葉

を
話
す
鳥
が
獻
上
さ
れ
て
お
り
、
顏
師
古
注
に
は
鸚
鵡
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。『
漢
書
』
以
降
、
鸚
鵡
は
多
く
の
史
書
に
獻
上
品
と
し
て
登
場
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
文
學
作
品
、
特
に
賦
や
詩
歌
に
お
い
て
鸚
鵡
は
宮
廷
や
中
央
政

府
、
皇
帝
を
想
起
さ
せ
る
鳥
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

鸚
鵡
は
、
孔
雀
の
よ
う
に
野
外
で
飼
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
籠
に
閉
じ
込
め

ら
れ
、
皇
帝
ら
の
鑑
賞
品
と
な
り
、
權
力
者
の
手
元
に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
を
奪
わ
れ
飛
ぶ
こ
と
が
出
來
な
い
鸚
鵡
に
自
身
の
境

遇
を
假
託
し
た
「
鸚
鵡
賦
」
が
禰
衡
（
一
七
三
―
一
九
八
）
に
よ
っ
て
詠
じ
ら

れ
る
と
、
曹
植
や
王
粲
、
顏
延
之
ら
も
同
題
で
賦
を
作
り
、
唐
代
以
降
も
途
切

れ
な
か
っ
た
。
中
で
も
唐
の
李
百
藥
（
五
六
五
―
六
四
八
）「
鸚
鵡
賦
」
で
は

「
奉
皇
恩
之
亭
育
、
將
謝
生
而
莫
施
」
と
い
っ
た
祥
鳥
と
し
て
鸚
鵡
が
描
か
れ

て
お
り
、「
鸚
鵡
賦
」
の
詠
わ
れ
方
の
變
化
を
見
て
取
れ
る
。

ま
た
『
雜
阿
含
經
』
で
は
瑞
鳥
と
し
て
記
さ
れ
、
鳩
摩
羅
什
譯
『
阿
彌
陀

經
』
は
極
樂
世
界
に
孔
雀
や
鸚
鵡
な
ど
が
い
る
と
説
く
他
、『
酉
陽
雜
俎
』「
寺

塔
記
上
」
に
も
偈
を
話
す
鸚
鵡
が
登
場
し
て
お
り
、「
鸚
鵡
賦
」
と
は
異
な
る

姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
稽
瑞
』
で
孔
雀
と
對
で
鸚
鵡
が
描
か
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
外
見
の
美
し

さ
が
際
立
つ
瑞
鳥
で
あ
り
つ
つ
、
孔
雀
は
野
外
、
鸚
鵡
は
籠
の
中
と
い
う
飼
わ

れ
方
の
違
い
を
意
識
し
た
表
現
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

―
―
５
４
「
昆
吾
切
泥
玉
盃
明
汁　

白
琯
來
獻
銀
甕
不
汲
」
―
―

【
概
略
】
祥
器
で
あ
る
昆
吾
之
刀
、
玉
盃
、
白
琯
、
銀
甕
に
關
す
る
記
載
。『
藝

文
類
聚
』『
太
平
御
覽
』
な
ど
の
類
書
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
い

が
、『
孝
經
援
神
契
』
お
よ
び
孫
氏
『
瑞
應
圖
』
は
類
書
よ
り
も
『
天
地
瑞
祥

志
』
の
記
載
に
似
て
お
り
、『
天
地
瑞
祥
志
』
と
の
關
連
も
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

【
５
４
―
１
】
①
昆
吾
切
泥
玉
盃
明
汁
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【
５
４
―
１
】
②
昆
吾
切
泥　

玉
盃
明
汁

【
５
４
―
１
】
③
昆
吾 

泥
を
切
り　

玉
盃 

汁
を
明
ら
か
に
す

【
５
４
―
１
】
④
「
汁
」
…
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
之
入
反　
『
玉
篇
』
之
入

切 

『
廣
韻
』
之
入
切　

平
水
韻　

入
聲
一
四
「
緝
」

１
①
列
子
曰
周
繆
王
時
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
切
玉
如
泥

１
②
『
列
子
』
曰
、「
周
穆□

王
時
、
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
。
切
玉
如
泥
。」

１
③
『
列
子
』
に
曰
く
、「
周
穆
王
の
時
、
西
戎
昆
吾
の
劍
を
獻
ず
。
玉
を
切

る
こ
と
泥
の
如
し
。」
と
。

１
④
『
藝
文
類
聚
』
卷
第
八
十
三　

寶
玉
部
上　

玉

『
列
子
』
曰
、「
周
穆
王
征
西
戎
、
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
。
赤
刀
、
切
玉
如
切

泥
。」『

藝
文
類
聚
』
卷
六
十　

軍
器
部　

劍

『
列
子
』
曰
…
又
曰
、
周
穆
王
征
西
戎
、
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
。
赤
刃
、
切
玉

如
泥
。」『

初
學
記
』
卷
二
十　

吉
光
裘
昆
吾
劍　

注

周
穆
王
征
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
。
赤
刀
、
切
玉
如
切
泥
。

『
太
平
御
覽
』
卷
三
百
四
十
四　

兵
部
七
十
五　

劒
下

『
列
子
』
曰
…
又
曰
、「
周
穆
王
征
戎
、
獻
昆
吾
之
劒
。
赤
刀
、
切
玉
如
泥
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
六
百
二
十
六　

治
道
部
七　

貢
賦
下

『
列
子
』
曰
、「
周
穆
王
大
征
西
戎
、
西
戎
獻
昆
吾
之
劍
。
切
玉
如
泥
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
二
十　

布
帛
部
七　

火
浣
布

『
列
子
』
曰
、「
周
穆
王
大
征
西
戎
、
西
戎
獻
崑
吾
劔
、
火
浣
布
。
其
劒
長
尺

有
咫
、
錬
鋼
赤
刃
、
用
之
切
玉
如
泥
焉
。」

『
列
子
』
湯
問
第
五

周
穆
王
大
征
西
戎
、
西
戎
獻
錕
鋙
之
劍
、
火
浣
之
布
。
其
劍
長
尺
有
咫
、
練

鋼
赤
刃
、
用
之
切
玉
如
切
泥
焉
。

２
①
孔
叢
子
曰
秦
王
得
西
秦
之
刀
割
玉
如
割
木

２
②
『
孔
叢
子
』
曰
、「
秦
王
得
西
秦
之
刀
、
割
玉
如
割
木
。」

２
③
『
孔
叢
子
』
に
曰
く
、「
秦
王 

西
秦
の
刀
を
得
、
玉
を
割
る
こ
と
木
を
割

る
が
如
し
。」
と
。

２
④
『
藝
文
類
聚
』
卷
第
八
十
三　

寶
玉
部
上　

玉

『
孔
叢
子
』
曰
、「
秦
王
得
西
戎
利
刀
。
割
玉
如
割
木
。」

『
藝
文
類
聚
』
巻
第
六
十　

軍
器
部　

劍

『
孔
叢
子
』
曰
、「
秦
王
得
西
戎
利
刀
。
以
之
、
割
玉
如
割
木
焉
。」

『
太
平
御
覧
』
卷
第
三
百
四
十
六　

兵
部
七
十
七　

刀
下

『
孔
叢
子
』
曰
、「
秦
王
得
西
戎
利
刀
。
以
之
割
玉
如
割
木
。」

『
孔
叢
子
』
卷
下　

陳
士
義
第
十
四

　

秦
王
得
西
戎
利
刀
、
以
之
割
玉
如
割
木
焉
、
以
示
東
方
諸
侯
。
魏
王
問
子
順

曰
、「
古
亦
有
之
乎
。」
對
曰
、「
周
穆
王
大
征
西
戎
。
西
戎
獻
錕
鋘
之
劍
、
火

浣
之
布
。
其
劍
長
尺
有
咫
。
鍊
鋼
赤
劍
、
用
之
切
玉
如
泥
焉
。」

３
①
十
洲
記
曰
周
繆
王
時
西
戎
獻
玉
盃
光
照
室
至
庭
中
明
水
汁
滿
盃
甘
而
香
美
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斯
之
謂
靈
器

３
②
『
十
洲
記
』
曰
、「
周
穆□

王
時
、
西
戎
獻
玉
盃
。
光
照
室
、
至
庭
中
明
。

水
汁
滿
盃
、
甘
而
香
美
。
斯
之
謂
靈
器
。」

３
③
『
十
洲
記
』
に
曰
く
、「
周
穆
王
の
時
、
西
戎 

玉
盃
を
獻
ず
。
光
室
を
照

ら
し
、
庭
中
に
至
る
も
明
る
し
。
水
汁 

盃
に
滿
ち
、
甘
く
し
て
香
り
は
美
し
。

斯
れ
之
を
靈
器
と
謂
ふ
。」
と
。

３
④
『
藝
文
類
聚
』
卷
第
七
十
三　

雜
器
物
部　

盃

『
十
洲
記
』
曰
、「
周
穆
王
時
、
西
域
獻
夜
光
常
滿
盃
。
盃
容
三
升
、
是
白
玉

之
精
、
光
明
照
徹
。
夜
以
盃
於
庭
中
以
向
天
。
比
旦
而
水
汁
滿
中
、
汁
甘
而
香

美
。
斯
實
靈
器
。」　

『
藝
文
類
聚
』
卷
第
八
十
三　

寶
玉
部
上　

玉

『
十
洲
記
』
曰
、「
周
穆
王
時
、
西
胡
獻
玉
盃
、
是
百
玉
之
精
、
明
夜
照
夕
、

以
盃
於
庭
中
、
比
明
旦
而
水
滿
於
盃
中
、
汁
甘
而
香
美
、
斯
靈
器
也
。」　

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
五　

珍
寶
部
四　

玉
下

『
十
洲
記
』
曰
、「
周
穆
穆
王
時
、
西
胡
獻
玉
盃
、
是
白
玉
之
精
、
光
明
照
、

夕
置
盃
於
庭
中
皆
明
旦
、
而
水
汁
滿
於
盃
中
、
汁
甘
而
香
美
、
斯
靈
器
也
。」

『
雲
笈
七
籤
』
卷
二
十
六　

十
洲
三
島

周
穆
王
時
、
西
胡
獻
昆
吾
刀
及
夜
光
。
常
滿
盃
。
刀
長
一
尺
、
盃
受
三
升
、

刀
切
玉
如
切
泥
。
盃
是
白
玉
之
精
、
光
明
照
夜
。
宴
後
出
盃
於
中
庭
以
向
天
。

比
明
而
水
以
滿
盃
中
、
汁
甘
而
香
美
、
斯
實
靈
人
之
器
。

『
海
内
十
洲
記
』（
王
國
良
『
海
内
十
洲
記
研
究
』
一
九
九
四
年
・
明
顧

氏
文
房
小
説
を
も
と
に
校
訂
）

周
穆
王
時
、
西
胡
獻
昆
吾
割
玉
刀
及
夜
光
常
滿
盃
。
刀
長
一
尺
、
盃
受
三
升
。

刀
切
玉
如
切
泥
。
盃
是
白
玉
之
精
、
光
明
夜
照
。
冥
夕
出
盃
於
庭
中
以
向
天
、

比
明
而
水
汁
已
滿
於
盃
中
也
。
汁
甘
而
香
美
、
斯
實
靈
人
之
器
。

【
補
】

昆
吾
刀
を
含
め
た
中
國
の
神
話
に
關
し
て
は
下
記
著
作
に
詳
し
い
。

・	

袁
珂
・
鈴
木
博
（
譯
）『
中
國
神
話
・
傳
説
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
九
九
年
）

・	

袁
珂
・
佐
々
木
猛
（
譯
）『
中
國
神
話
史
』（
二
〇
二
三
年
、
集
廣
舍
）

・	

林
小
雲
「
早
期
呉
越
文
化
中
的
“
劍
崇
拜
”
―
以
『
呉
越
春
秋
』『
越
絶
書
』

爲
例
」（『
紹
興
文
理
學
院
學
報
』
第
三
五
卷
第
四
期
、
二
〇
一
五
年
）

昆
吾
と
玉
杯
は
い
ず
れ
も
『
海
内
十
州
記
』
に
登
場
す
る
器
物
で
あ
り
、
次

項
の
白
琯
・
銀
甕
同
樣
、
自
然
と
水
が
滿
ち
る
玉
杯
と
、
獻
上
さ
れ
た
刀
で
あ

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

【
５
４
―
２
】
①
白
琯
來
獻
銀
甕
不
汲

【
５
４
―
２
】
②
白
琯
來
獻　

銀
甕
不
汲

【
５
４
―
２
】
③
白
琯
來
獻
し　

銀
甕
汲
ま
ず

【
５
４
―
２
】
④
「
汲
」
…
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
居
及
反　
『
玉
篇
』
居
及

切 
『
廣
韻
』
居
立
切　

平
水
韻　

入
聲
一
四
「
緝
」

※
銀
甕
の
關
連
圖
像
は
49
頁
を
參
照
。

１
①
大
戴
禮
曰
舜
時
西
王
母
獻
白
琯
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１
②
『
大
戴
禮
』
曰
、「
舜
時
、
西
王
母
獻
白
琯
。」

１
③
『
大
戴
禮
』
に
曰
く
、「
舜
の
時
、
西
王
母
白
琯
を
獻
ず
。」
と
。

１
④
『
藝
文
類
聚
』
卷
第
六
十
七　

衣
冠
部　

玦
珮　

玦
珮

世
本
曰
、「
舜
時
、
西
王
母
獻
白
環
及
玦
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
五
百
八
十　

樂
部
十
八　

管

『
大
戴
禮
』
曰
、「
舜
時
、
西
王
母
獻
白
玉
琯
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
六
百
九
十
二　

服
章
部
九　

玦

『
瑞
應
圖
』
曰
、「
舜
時
、
西
王
母
獻
白
環
玦
。」

２
①
說
文
曰
漢
章
帝
時
零
陵
文
奚
景
于
洽
道
舜
祠
下
得
白
琯

２
②
『
說
文
』
曰
、「
漢
章
帝
時
、
零
陵
文
奚
景
、
于
洽
道
舜
祠
下
得
白
琯
。」

２
③
『
說
文
』
に
曰
く
、「
漢
の
章
帝
の
時
、
零
陵
の
文 

奚
景
、
洽
道
の
舜
祠

下
に
于
い
て
白
琯
を
得
。」
と
。

２
④
『
說
文
』
弟
五
上　

琯

古
者
玉
琯
以
玉
。
舜
之
時
、
西
王
母
來
、
獻
其
白
琯
。
前
零
陵
文
學
姓
奚
、
於

伶
道
舜
祠
下
得
笙
玉
琯
。
夫
以
玉
作
音
、
故
神
人
以
和
、
鳯
皇
來
儀
也
。
從
玉
、

官
聲
。『

漢
書
』
卷
二
十
一　

律
歴
志
第
一
上　

注

孟
康
曰
、「
禮
樂
器
記
、
管
、
漆
竹
、
長
一
尺
、
六
孔
。『
尚
書
大
傳
』、「
西
王

母
來
獻
白
玉
琯
。
漢
章
帝
時
、
零
陵
文
學
奚
景
、
於
泠
道
舜
祠
下
得
白
玉
琯
。

古
以
玉
作
、
不
但
竹
也
。」

『
後
漢
書
』
卷
二
十
一　

律
歴
志
第
一　

律
歴
志　
　

注

前
書
注
曰
、「
章
帝
時
、
零
陵
文
學
奚
景
、
於
泠
道
縣
舜
祠
下
得
白
玉
琯
。
古

以
玉
爲
琯
。」

『
藝
文
類
聚
』
卷
第
七
十
九　

靈
異
部
下　

神

『
異
苑
』
曰
、「
衡
陽
山
九
嶷
、
皆
有
舜
廟
。
漢
世
、
零
陵
文
學
姓
奚
、
於
泠

道
縣
舜
祠
下
得
笙
玉
管
。」

『
太
平
廣
記
』
卷
第
二
百
三　

樂
一　

樂　

舜
白
玉
琯

舜
之
時
、
西
王
母
來
獻
白
玉
琯
。
漢
章
帝
時
、
零
陵
文
學
奚
景
、
於
冷
道
舜
祠

下
得
笙
白
玉
琯
。
知
古
以
玉
爲
琯
。
後
乃
易
之
以
竹
爲
琯
耳
。
夫
以
玉
作
音
。

故
神
人
和
。
鳳
凰
儀
也
。
出
『
風
俗
通
』。

『
太
平
御
覽
』
卷
五
百
八
十　

樂
部
十
八　

管 

班
固
曰
、「
…
…
漢
章
十
二
年
、
零
陵
營
道
舜
祠
下
得
笙
一
白
玉
管
。」

『
風
俗
通
義
』
卷
六　

聲
音
／
管

謹
按
、『
詩
』
云
、「
嘒
嘒
管
聲
。」「
蕭
管
備
擧
。」『
禮
』
樂
記
、「
管
、
漆
竹

長
一
尺
、
六
孔
、
十
二
月
之
音
也
。
象
物
貫
地
而
牙
、
故
謂
之
管
。」『
尚
書
大

傳
』、「
舜
之
時
、
西
王
母
來
獻
其
白
玉
琯
。」
昔
章
帝
時
、
零
陵
文
學
奚
景
、

於
冷
道
舜
祠
下
得
生
白
玉
管
、
知
古
以
玉
爲
管
、
後
乃
易
之
以
竹
耳
。
夫
以
玉

作
音
、
故
神
人
和
、
鳳
皇
儀
也
。」

３
①
孝
經
援
神
契
宋
均
注
云
銀
甕
者
不
汲
自
滿
一
名
平
甕
又
曰
神
靈
滋
液
百
珍

寶
用
有
銀
甕
見

３
②
『
孝
經
援
神
契
』
宋
均
注
云
、「
銀
甕
者
、
不
汲
自
滿
、
一
名
平
甕
。」
又

曰
、「
神
靈
滋
液
、
百
珍
寶
用
、
有
銀
甕
見
。」
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３
③
『
孝
經
援
神
契
』
宋
均
注
に
云
ふ
、「
銀
甕
は
、
汲
ま
ざ
れ
ど
も
自
ら
滿
つ
、

一
に
平
甕
と
名
づ
く
。」
と
。
又
曰
く
、「
神
靈
滋
液
に
し
て
、
百
珍
寶
用
な
れ

ば
、
銀
甕
の
見
る
る
有
り
。」
と
。

３
④
『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
十
七　

銀
甕

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
銀
甕
、
平
甕
也
。
不
及
（
汲
）
自
滿
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
一
十
二　

珍
寶
部
十
一
銀

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
神
靈
滋
液
、
有
銀
甕
、
不
汲
自
滿
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
卷
八
百
七　

珍
寶
部
六　

珊
瑚

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
珊
瑚
鉤
瑞
寶
也
。
神
靈
滋
液
、
百
珍
寶
用
則
見
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
二　

珍
寶
部
一　

珠
上

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
神
靈
滋
液
、
百
寶
用
則
珠
母
見
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
八　

珍
寶
部
七　

瑠
璃

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
神
靈
滋
液
、
則
琉
璃
鏡
。」

『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
九　

珍
寶
部
八　

碧

『
孝
經
援
神
契
』
曰
、「
神
靈
滋
液
、
則
碧
出
。」

【
補
】

同
樣
の
記
載
は
『
藝
文
類
聚
』
卷
八
十
三
、
卷
九
十
二
に
も
見
え
る
が
、
い

ず
れ
も
銀
甁
で
は
な
い
。
ま
た
『
本
邦
殘
存
』
經
部
第
六
緯
書
類
『
孝
經
援
神

契
』（
宋
均
撰
）
に
み
え
る
（
出
典
は
『
稽
瑞
』
で
は
な
い
）。

４
①
孫
氏
瑞
應
圖
曰
刑
法
中
民
不
怨
則
銀
甕
見
也

４
②
孫
氏
『
瑞
應
圖
』
曰
、「
刑
法
中
、
民
不
怨
、
則
銀
甕
見
也
。」

４
③
孫
氏
『
瑞
應
圖
』
に
曰
く
、「
刑
法
中
た
り
て
、
民
怨
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち

銀
甕
見
る
る
な
り
。」
と
。

４
④
『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
十
七　

銀
甕

孫
氏
『
瑞
應
圖
』
曰
、「
銀
甕
者
、
刑
法
得
中
、
民
不
非
怨
、
則
出
也
」

『
初
學
記
』
卷
二
十
七　

銀　

敍
事

『
瑞
應
圖
』
曰
、「
王
者
宴
不
及
醉
、
刑
罰
中
、
人
不
爲
非
、
則
銀
甕
出
。」

【
補
】

『
本
邦
殘
存
』
子
部
第
十
三　

五
行
類
『
瑞
應
圖
』（
孫
柔
之
撰
）
に
み
え
る

（
出
典
は
『
稽
瑞
』
で
は
な
い
）。

壺
型
の
容
器
の
象
徴
性
に
つ
い
て
は
下
記
論
著
が
あ
る
。

・	

高
莉
芬
『
蓬
莱
神
話
―
神
山
・
海
洋
與
洲
島
的
神
聖
敍
事
』（
陝
西
師
範
大

學
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
中
國
語
）

・	

山
崎
藍
『
中
國
古
典
文
學
に
描
か
れ
た
廁
・
井
戸
・
簪
―
民
俗
學
的
視
點
に

基
づ
く
考
察
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

・	

小
南
一
郞
「
壺
型
の
宇
宙
」（『
東
方
學
報
』
六
一
號
、
一
九
八
九
年
）

・	

山
崎
藍
「
た
ま
し
い
の
あ
り
か
ー
古
今
東
西
に
お
け
る
壺
の
象
徴
性
」（『
文

學
史
交
流
入
門
』
武
藏
野
書
院
、
二
〇
二
三
年
）

「
壺
中
の
天
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
も
想
起
で
き
る
よ
う
に
、
中
國
文
學
に

お
い
て
壺
は
神
仙
世
界
と
密
接
な
關
わ
り
が
あ
る
。
壺
型
の
容
器
は
魂
の
い
れ

も
の
、
す
な
わ
ち
魂
の
依
り
代
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
東
呉
か
ら
西

晉
に
か
け
て
の
時
期
、
長
江
下
流
域
の
墓
葬
中
に
し
ば
し
ば
神
亭
壺
と
呼
ば
れ

る
壺
が
納
め
ら
れ
、
死
者
の
魂
は
こ
の
神
亭
壺
を
通
じ
て
祖
靈
達
の
世
界
へ
赴
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き
、
逆
に
死
者
の
魂
を
招
く
際
に
は
こ
の
壺
が
寄
り
代
と
な
っ
て
魂
が
こ
の
世

に
歸
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
揚
雄
「
酒
箴
」
や
元
稹

「
夢
井
」
と
い
っ
た
文
學
作
品
に
も
反
映
さ
れ
お
り
、
中
國
だ
け
で
は
な
く
日

本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

本
項
で
は
瑞
祥
を
表
す
器
物
と
し
て
白
琯
と
銀
甕
が
登
場
す
る
。「
白
」
と

「
銀
」
と
い
う
色
の
對
に
加
え
て
、
白
琯
は
西
王
母
に
獻
上
さ
れ
、
銀
甕
は
そ

れ
自
身
が
自
然
と
水
を
滿
た
す
と
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
白
琯
・
銀

甕
い
ず
れ
も
、
人
が
無
理
矢
理
持
ち
去
っ
た
り
手
を
貸
し
た
り
し
た
も
の
で
は

な
く
、
王
德
や
個
人
に
感
應
し
た
結
果
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
爲
こ
こ
に
詠

じ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
器
物
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。【
５
４
―
１
】
の
昆
吾
之
刀

と
白
琯
、
本
項
の
玉
杯
と
銀
甕
は
關
連
が
な
い
が
、
德
に
應
じ
た
、
な
い
し
水

が
自
然
に
湧
き
出
る
瑞
器
と
い
う
點
で
對
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

本
翻
刻
・
校
注
は
名
和
敏
光
氏
の
校
閲
を
賜
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

関
連
図
像
（
以
下
、
下
野
玲
子
）　

【
５
３
―
１
】
①
八
文
之
狐
五
音
之
鸞

九
尾
孤
（
図
１
～
19
）　

「
八
文
之
狐
」
は
引
用
文
に
よ
れ
ば
「
九
尾
孤
」
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

こ
で
は
九
尾
孤
の
図
像
を
提
示
す
る
。
題
記
を
伴
う
九
尾
孤
図
は
管
見
の
限
り

見
い
だ
せ
な
い
が
、
図
像
は
河
南
、
山
東
か
ら
江
蘇
北
部
周
辺
（
徐
州
、
安
徽

省
北
部
な
ど
）、
陝
北
（
陝
西
省
北
部
）、
四
川
を
中
心
と
す
る
後
漢
画
像
石
・

画
像
磚
、
甘
粛
で
は
魏
晋
・
十
六
国
時
代
の
墓
室
壁
画
と
画
像
磚
描
画
に
確
認

で
き
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
唐
代
ま
で
の
作
品
は
残
っ
て
い
な
い
。
漢
代
の
作

品
数
は
厖
大
な
た
め
概
略
の
み
述
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
搗
薬
玉
兎
、
蟾
蜍
、

三
足
烏
等
の
西
王
母
に
仕
え
る
鳥
獣
と
と
も
に
西
王
母
（
ま
れ
に
東
王
公
）
の

周
辺
に
配
置
さ
れ
（
図
の
＊
印
）、
西
王
母
信
仰
の
範
疇
に
あ
る
と
い
え
る
。

河
南
は
比
較
的
少
な
く
、
山
東
か
ら
徐
州
に
か
け
て
は
数
量
・
表
現
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
多
い
。
陝
北
の
数
量
も
多
く
、
墓
門
左
右
立
柱
の
山
岳
（
西

王
母
ま
た
は
牛
頭
神
等
が
坐
す
天
柱
）
の
下
方
（
図
15
）
や
、
墓
門
上
部
に
鳳

凰
や
麒
麟
な
ど
の
瑞
鳥
瑞
獣
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
。
天
柱
（
銅
柱
）
は
西
王
母

の
す
む
崑
崙
山
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
陝
北
だ
け
で
な
く
河
南
の
打
虎
亭
二
号

墓
（
図
４
）
も
茸
形
を
し
た
天
柱
の
下
部
に
位
置
し
て
い
る
。
四
川
で
は
画
像

磚
・
画
像
石
棺
に
見
ら
れ
る
。
西
王
母
の
眷
属
中
で
も
三
足
烏
に
近
い
位
置
や

対
と
な
る
位
置
に
表
現
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
山
東
で
日
輪
中
に
三
足

烏
と
並
ん
で
表
現
さ
れ
る
獣
も
九
尾
孤
と
考
え
ら
れ
る
（
図
９
）。
通
常
は
一

匹
の
み
だ
が
山
東
に
は
二
匹
一
対
の
作
例
も
あ
る
（
図
８
）。
前
漢
末
～
後
漢

の
墓
室
壁
画
に
描
か
れ
た
狐
は
尾
が
明
確
に
枝
分
か
れ
し
て
い
な
い
た
め
（
図

１
、
13
）、
神
仙
界
の
狐
で
は
あ
っ
て
も
九
尾
孤
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
九

尾
孤
の
尾
の
表
現
は
、
基
本
的
に
細
長
い
一
本
の
根
幹
部
か
ら
複
数
の
枝
が
出

て
先
端
が
九
つ
と
な
り
、
そ
の
枝
も
櫛
歯
状
に
片
側
に
の
み
並
ん
で
出
る
も
の

（
図
２
、４
、５
、７
～
９
、
11
～
18 

）、
両
側
に
出
る
も
の
（
図
３
、６
、
10
、

19
）
が
あ
り
、
枝
の
長
さ
太
さ
は
様
々
で
、
数
が
九
に
満
た
な
い
も
の
も
あ
る

19
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図1＊	 �洛陽市卜千秋墓壁画	
模本　前漢晩期
『文物』1977-6　図3

図 5＊	�嘉祥県洪山県画像石　後漢早期　『石全』2　図 94

図4＊	 �新密市打虎亭 2号	
墓後室石門正面図	
像模本　後漢
『密県打虎亭漢墓』
1993　図186

図2＊	 �洛寧市出土画像磚	
前漢晩期
『文物』2005-6　図11

図3＊	 �鄭州市出土画像磚	
後漢早期　
『磚全』河南2006　図45

図7＊	 �棗荘市山亭区画像石	
後漢晩期　
『石全』2　図143

図8＊	 �滕州市桑村鎮西戸口村画像石　後漢晩期
『石全』2　図229

図9　�臨沂市白荘画像石　後漢
『石全』3　図19

図6＊	 �鄒城市金斗山
画像石	
後漢中期
『石全』2　図81

河
南

山
東



─  47  ─

玲瓏山館叢刻本『稽瑞』翻刻・校注（1）　―― 九尾狐・鸞・鸚鵡・銀甕（孔雀・昆吾の剣・玉盃・白琯） ――21

図10＊ 肺県栖山画像石　
後漢早期　『石全』4　図4より加工

図13＊ 定辺県郝灘漢墓壁画
　後漢　『出土』6陝西上、図 63 

図14＊ 綏徳県四十里鋪画像石
　後漢　『石全』5図 177 

図15＊ �靖辺県寨山墓石門	
左立柱　後漢　
『石全』5図 233

図18＊ 酒泉市丁家閘 5号墓壁画　
十六国　『酒泉十六国墓壁画』1989､ p48

図19　敦煌市仏爺廟墓群彩色画像磚　
魏晋　2015 年出土　『敦煌市博物館
館蔵精品画像磚図録』2019、p41

図16＊ 彭山一号石棺　後漢
『石全』7図 150

図11　睢寧県旧朱集画像石
　後漢　『石全』4図 112

徐
州

四
川

甘
粛

陝
北

図 17＊ 成都市新繁鎮出土
画像磚　後漢　

『磚全』四川、図 157

図12＊ 睢寧県双溝
画像石
　後漢

　『石全』4図 96

略称：『石全』＝『中国画像石全集』2000
　　　『磚全』＝『中国画像磚全集』2006
　　　『出土』＝『中国出土壁画全集』2012
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	 青山学院大学文学部紀要　第 65 号
（
図
15
）。
ま
た
陝
北
で
は
尾
が
太
い
一
本
だ
が
類
例
品
の
位
置
か
ら
み
て
九
尾

孤
と
推
測
さ
れ
る
図
も
多
い
。
魏
晋
ま
で
の
作
例
に
見
る
限
り
、
明
清
以
後
の

版
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
付
け
根
か
ら
均
等
の
太
さ
の
九
尾
が
出
る
図
像
（
馬

昌
儀
二
〇
〇
七
、
上
巻
三
三
頁
参
照
）
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

図
４
、
図
12
、
図
16
～
19
の
よ
う
に
有
翼
像
が
散
見
さ
れ
、
神
獣
的
な
性
格
が

読
み
取
れ
る
。
な
お
、
色
彩
が
残
る
作
は
少
な
い
が
図
19
は
白
色
で
あ
る
の
に

対
し
、
同
じ
甘
粛
で
も
図
18
は
赤
褐
色
で
、
必
ず
し
も
白
い
狐
と
の
認
識
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
九
尾
孤
図
像
の
詳
細
は
最
終
的
に
科
研
報
告
書
に
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
）。
九
尾
孤
図
像
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
の
論
著
を
参
照

し
た
。

・�

李
淞
『
論
漢
代
芸
術
中
的
西
王
母
図
像
』（
湖
南
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）

・�

馬
昌
儀
『
古
本
山
海
経
図
説
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

・�

戴
璐
「
漢
代
芸
術
中
的
九
尾
孤
形
象
研
究
」（『
美
術
与
考
古
』
二
〇
一
三
―

三
）

ま
た
、
西
王
母
と
天
柱
（
銅
柱
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
著
を
参
照
。

・�

楢
山
満
照
「
漢
代
画
像
石
に
み
る
荊
軻
刺
秦
王
図
―
義
士
の
英
雄
化
と
神
仙

化
の
契
機
を
め
ぐ
っ
て
―　

」（『
蜀
の
美
術
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

二
〇
一
七
年
、
二
〇
六
～
二
一
三
頁
）

鸞
（
図
20
、
21
）　

「
鸞
」
の
題
記
を
伴
う
図
は
、
河
北
省
望
都
漢
墓
の
前
室
東
壁
下
部
に
他
の

祥
瑞
と
と
も
に
描
か
れ
た
作
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
右
向
き
で
、
頭
頂
に
孔
雀

の
尾
羽
の
先
端
の
よ
う
な
毛
足
の
長
い
冠
羽
が
あ
り
、
頸
は
長
く
Ｓ
字
状
に
屈

曲
し
、
翼
は
折
り
畳
ま
れ
、
後
方
に
波
状
に
う
ね
る
長
い
尾
羽
が
続
い
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
鳳
凰
形
の
鳥
と
見
て
取
れ
る
が
、
足
と
尾
の
先
は
欠
損
し
て
い
る
。

向
か
っ
て
左
上
に
「
鸞
鳥
」
の
墨
書
題
記
が
あ
る
。
同
墓
前
室
北
壁
下
部
に
は

「
鳳
凰
翔
」
の
墨
書
題
記
と
朱
色
の
鳳
凰
図
が
あ
り
、『
望
都
漢
墓
壁
画
』

（
一
九
五
五
年
、
図
版
六
模
本
）
に
よ
れ
ば
向
き
や
体
勢
は
鸞
と
同
様
だ
が
、

鸞
と
の
図
像
上
の
区
別
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

22

図20　鸞鳥　望都漢墓前室壁画　後漢　
『河北古代墓葬壁画』2000　図41

図 21　望都漢墓鸞鳥模本　潘絜茲画　
『望都漢墓壁画』1955　図版4（部分）
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【
５
３
―
２
】
①
孔
雀
新
昌
鸚
鵡
林
邑

鸚
鵡
（
図
22
）

引
用
文
に
よ
れ
ば
白
鸚
鵡
で
あ
る
。

鸚
鵡
も
孔
雀
と
同
様
仏
教
美
術
に
見
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
白
色
に
彩
色
さ
れ

て
い
る
遺
例
と
し
て
甘
粛
省
敦
煌
仏
爺

廟
墓
群
で
出
土
し
た
彩
色
画
像
磚
を
挙

げ
て
お
く
。
短
く
鉤
状
に
曲
が
っ
た
喙

か
ら
鸚
鵡
と
み
な
さ
れ
、
喙
と
目
の
下

半
部
、
腹
部
に
赤
、
足
に
淡
黄
色
が
彩

色
さ
れ
て
い
る
。
仏
爺
廟
で
幾
つ
か
発

見
さ
れ
て
い
る
西
晋
画
像
磚
墓
の
照
壁
の
磚
に
は
四
神
、
鳳
凰
、
麒
麟
、
河
図
、

洛
書
な
ど
瑞
鳥
瑞
獣
が
描
か
れ
て
お
り
、
題
記
は
な
い
が
本
作
も
瑞
鳥
と
し
て

描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
唐
代
の
鏡
や
楽
器
（
正
倉
院
の
阮
咸
等
）
の

主
文
様
に
鸚
鵡
が
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
瑞
鳥
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
39
～
40
頁
の
参
考
文
献
を
参
照
。

【
５
４
―
２
】
①
白
琯
來
獻
銀
甕
不
汲

銀
甕
（
図
23
、
24
）

「
銀
甕
」
の
題
記
を
伴
う
図
に
は
、
山
東
省
嘉
祥
県
の
武
氏
祠
画
像
石
が
あ

る
。
武
梁
祠
の
屋
根
を
構
成
し
て
い
た
二
石
の
祥
瑞
図
に
は
名
称
・
説
明
文
と

と
も
に
祥
瑞
図
像
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
た
。
原
石
は
現
在
破
損
が
著
し
い
が
、

比
較
的
保
存
状
況
の
良
い
早
期
の
拓
本
で
あ
る
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
建
築

学
専
攻
所
蔵
拓
本
（
関
野
貞
『
支
那
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
飾
』

一
九
一
六
年
、
第
五
七
図
に
該
当
）
よ
り
、
そ
の
部
分
を
掲
載
す
る
。
第
二
石

の
第
一
層
左
端
（
祠
堂
復
元
位
置
で
は
天
井
奥
の
東
側
）
に
位
置
す
る
。
高
台

が
高
い
と
こ
ろ
は
漢
時
代
の
墳
墓
か
ら
出
土
す
る
鍾
な
ど
に
近
い
。

榜
題
「
銀
甕
〔
刑
〕

法
得
中
□
〔
至
〕」

（〔　

〕
内
は
『
山

左
金
石
志
』
巻
七

に
よ
り
補
う
）
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図22　鸚鵡画像磚　甘粛敦煌仏爺廟墓群M37　
魏晋　『敦煌仏爺廟湾西晋画像磚墓』1998 図 63-2

図23　�銀甕　武氏祠祥瑞図	
第二石　後漢　

東京大学大学院工学系研究科	
建築学専攻所蔵拓本

図 24　�図 23 描き起こし	
（下野作図）




